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街
を
美
し
く
す
る
一
』
士
伊

‘
　
‘

市
民
一
人
一
人
の
協
力
が

”
　
水
の
都
白
石
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
水
清
く
、

ダ

柵
美
し
い
街
づ
く
り
に
は
、
い
か
に
ゴ
ミ
を
追
放
す
る
か
が
大
”

ぜ

甜
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沢
端
川
を
中
心
に
、
碁
盤
の
目
の

よ
う
に
側
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
お
る

街
の
中
の
河
川
が
、
最
近
増
々
汚
れ

が
甚
だ
し
≦
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

空
缶
な
ど
が
流
れ
、
下
流
の
深
山
川
、

穴
田
堀
は
、
ゴ
ミ
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
i
化
し
た
感
す
ら
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
魚
の

住
め
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
川

上
の
西
益
岡
老
人
ク
ラ
ブ
、
中
益
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耳
　
街
や
、
自
然
の
美
化
に
奉
仕
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
、
、
、
の
な
い
雌
　
り
ま
す
が
、
や
は
り
市
民
一
人
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
市
で
は
、
街
の
美
化
を
市
民
に
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
す
る
と
共
に
、
清
掃
事
業
の
充
実
、

自
治
会
が
中
心
と
な
り
、
川
の
清
掃
、
近
代
的
機
動
力
の
増
強
に
よ
り
、
大

ゴ
、
、
、
の
投
棄
防
止
に
努
め
て
お
る
が
、
が
か
り
な
清
掃
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
甲
斐
も
な
く
下
流
で
は
汚
染
が

増
す
ば
か
り
で
す
。

　
各
地
の
自
治
会
で
は
休
日
を
利
用

し
て
、
下
水
の
清
掃
を
実
施
し
て
お

り
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
婦

人
会
、
自
然
保
護
協
会
等
は
、
河
川

や
公
園
の
清
掃
、
整
備
に
卒
先
し
て

　　　　　　　　　　　　　　多

　　　藤

一2一

又
臼
石
市
公
衆
衛
生
組
合
も
積
極
的

に
清
掃
事
業
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
々
市
民
生
活
の
向
上
、
生
活
様

式
の
変
化
に
よ
り
、
不
用
の
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
な
ど
粗
大
ゴ
ミ
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
粗
大
ゴ

ミ
、
ビ
ン
類
、
金
物
類
等
燃
え
な
い

ゴ
ミ
に
つ
い
て
集
収
計
画
を
た
て
、

集
収
に
当
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
収
集
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

き
、
街
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
様
に
、
次
の
よ
う
な
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
　
川
に
ゴ
ミ
を
絶
対
に
捨
て
な
い

　
　
で
下
さ
い
。

▽
　
集
積
場
所
で
ゴ
ミ
が
散
乱
し
な

　
　
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

▽
　
ゴ
ミ
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
入
れ
収

　
　
集
日
当
日
集
積
場
所
に
出
し
て

　
　
下
さ
い
。

▽
　
金
物
類
、
ビ
ン
類
は
燃
え
な
い

ゴ
ミ
追
放
：
－
私
は
こ
の
よ
う
に

“
健
康
と
街
の
美
化

　
　
　
　
　
の
た
め
に
箒
を
”

　
　
　
寿
町
沼
崎
元
治

　
街
を
美
し
く
す
る
の
は
、
先
ず
自

宅
前
の
清
掃
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま

す
。
駅
前
の
た
め
旅
行
者
に
不
快
な

感
じ
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
毎
朝
箒

を
取
っ
て
お
り
、
自
分
の
健
康
増
進

と
街
の
美
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
若
い
人
達
も
大
い
に
箒
を
持
っ
て
、

運
動
と
街
の
美
化
の
た
め
に
協
力
す

る
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

“
ゴ
ミ
は
川
に
投
げ
な
い
で
”

　
　
市
内
半
沢
屋
敷
前

　
　
　
農
家
主
婦
佐
藤
か
つ

　
私
達
農
家
は
年
に
一
回
春
に
堀
さ

ら
い
を
し
ま
す
が
、
今
年
は
春
、
秋

ゴ
、
、
、
集
収
日
に
出
し
て
下
さ
い
。
と
二
回
行
い
ま
し
た
。
秋
の
堀
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
を
し
な
い
と
、
田
の
水
が
抜
け
な
い

た
め
、
刈
入
れ
が
出
来
な
い
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
こ
と

が
、
街
も
川
も
き
れ
い
に
な
る
の
で

す
。
ゴ
ミ
は
川
に
投
げ
な
い
で
、
ゴ

ミ
の
集
収
日
に
出
す
よ
う
に
心
掛
け

れ
ば
解
決
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

“
街
を
き
れ
い
に
す
る
と

　
　
　
　
ひ
も
き
れ
い
に
”

　
自
然
保
護
協
会
員

　
　
　
中
　
町
松
　
野
　
金
　
夫

　
沢
端
川
で
水
浴
び
も
出
来
る
、
魚

の
住
め
る
川
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

に
は
川
沿
い
の
人
達
の
協
力
が
必
要

で
す
。
沢
端
川
の
鯉
を
見
な
が
ら
、

憩
い
の
出
来
る
〃
ミ
ニ
公
園
”
づ
く

り
の
た
め
、
皆
ん
な
で
鯉
を
可
愛
が

っ
て
下
さ
い
。

第1回国勢調査が行われる（大正9年10月1日〕
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話の
r嘉ヲ島サ5』　凸ワー一
む

鴇

骸　敬　　老　　会
縛

鴇

・　75才以上の方L326入をご招待。各地区
臣

縛において、それぞれ趣向を凝らした敬老会
9
る

dが開かれました。

郎
．
熱
．
街
の
話
題

ダ
、

卿

ぐ
ネ灘

灘
欝

繋
碑写

㎏此

88才24人）（77才157人

お祝いを受ける代表山村さん

一一
訪題聡話の街

・
h
．
・
街
　
の
　
話

》待望の市史第5巻完成ζ

　白石市史第5巻の配本を自石地区は市役

所市民相談室でその他の地区は各出張所（

分室〉で14日から行います。予約者には、

直接ハガキでご連絡いたします。（口絵4

頁、本文711頁、定価3，000円）

　別巻として週刊誌なみの大きさの黙考古

資料篇“です。写真450頁、本文150頁の予

定で予約募集しております。今までの予約

者も、予約していなかった方でも、どなた

もお申込み下さい。

　　　　　　　　　　暴
　　　　　雛

　　　　蘂

題
卜
魂
卜
虜
き

》

函

繭軸鯉
畠

潔題岬話の街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉

魂
　
尉
即
　
捧
“
　
　
廊
引
郎
　
臣
　
　
嬬
距
　
卵

奥

の

⑥田糸

　
越
河
の
北
隣
の
旧
斎
川
村
は
、
旧

藩
時
代
か
ら
引
続
い
た
村
で
当
時
は

大
村
だ
っ
た
の
で
肝
入
が
三
人
も
お

り
、
ブ
ル
ノ
ー
・
タ
ウ
ト
が
か
っ
て

嘆
賞
し
た
程
美
し
い
宿
場
が
中
心
だ

っ
た
。
越
河
か
ら
馬
牛
沼
に
か
か
り
、

や
が
て
鎧
摺
（
鎧
こ
し
）
の
難
所
を

越
え
斎
川
に
至
る
、
こ
の
道
が
奥
州

街
道
で
当
時
の
幹
線
道
路
だ
っ
た
。

　
表
紙
写
真
は
、
馬
牛
沼
側
か
ら
こ

の
街
道
を
撮
っ
た
も
の
で
あ
り
、
源

義
経
が
東
下
り
の
時
、
鎧
を
す
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
も
と
の
鎧
摺
は
左
手

岩
の
上
に
あ
る
。
旧
藩
時
代
仙
台
藩

で
は
こ
の
急
坂
は
わ
ざ
と
手
を
加
え

ず
、
参
勤
交
代
時
に
は
耕
野
、
大
張

の
足
軽
ど
も
が
出
役
し
て
土
俵
を
積

重
ね
て
勾
配
を
ゆ
る
め
、
殿
様
が
そ

こ
を
登
り
下
り
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
俳
聖
芭
蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」

に
よ
れ
ば
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九

）
五
月
二
日
に
、
こ
こ
を
通
過
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、
随
行
し
た
門
人
曽

良
の
日
記
で
は
五
月
三
日
の
頃
に

　
　
「
さ
い
川
よ
ゆ
十
町
程
前
二
、

　
　
万
ギ
沼
、
万
ギ
山
有
。
ソ
ノ
下

　
　
ノ
道
、
ア
ブ
ミ
コ
ブ
シ
ト
云
岩

道白
石
市
史
編
さ
ん
委
員

飯
沼
寅
治

と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
義
経
の
家

臣
佐
藤
継
信
忠
信
の
嫁
の
木
像
を
安

置
し
た
甲
冑
堂
が
既
に
あ
っ
た
こ
と
、

芭
蕉
が
自
石
に
泊
っ
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
臼
石
地
方
に
つ
い

て
は
、
こ
の
外
に
越
河
の
大
仏
石
が

記
さ
れ
て
あ
る
だ
け
で
外
の
こ
と
は

何
も
書
い
て
お
ら
ず
、
芭
蕉
は
、
自

石
で
は
俳
句
も
作
ら
ず
に
、
簡
単
に

通
過
し
た
模
様
で
あ
り
、
誠
に
残
念

で
あ
る
。

　
今
の
甲
冑
堂
は
昭
和
十
四
年
の
再

建
で
あ
り
、
す
ぐ
傍
の
坂
上
田
村
麿

を
祭
神
と
す
る
田
村
神
社
の
拝
殿
の

西
側
に
、
松
の
木
が
一
本
あ
る
。
こ

れ
は
明
治
四
十
二
年
九
月
七
日
猪
苗

代
湖
畔
の
別
邸
か
ら
自
家
用
車
で
通

ら
れ
た
有
栖
川
宮
殿
下
お
手
植
の
松

で
あ
り
、
こ
れ
が
宮
城
県
内
を
自
動

車
が
走
っ
た
最
初
で
あ
る
と
言
う
。

　
亀
田
古
墳
、
孝
女
佐
藤
兄
弟
の
嫁

女
、
白
石
市
内
最
古
の
彫
刻
で
あ
る

大
義
寺
の
聖
観
音
菩
薩
木
像
、
天
文

の
大
乱
に
桑
折
播
奮
の
こ
も
っ
た
馬

牛
館
や
飯
詰
館
、
小
児
の
癌
の
妙
薬

と
し
て
有
名
な
孫
太
郎
虫
、
道
祖
神
、

一3一東海道新幹線スタート（昭和39年10月1日）

　
擬
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購
　
蝶
國
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轄
～
島
，

難

小原中3年
小室　順治

の　作　品

●
こ
の
ぺ
ー
ジ
は
み
ん
な
が
主
役
で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
窟
壱
お
送
り
く
だ
さ
い

鍼
・

　
年
寄
り
は
、

言
い
ま
す
が
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
あ
ん
ま

無
料
奉
仕
に
感
謝
〃

夢
寄
り
と
風
呂
に
入
り
な
が
ら
話

ミ
　
に
花
を
咲
か
せ
、
一
日
ゆ
っ
く

ぺ　
　
　
り
す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で

　
　
　
も
あ
り
、
憩
の
時
で
も
あ
り
ま

　
の
す
。
さ
て
九
月
十
五
日
の
敬
老

蔭
の
日
に
、
私
達
の
尾
ベ
ラ
老
人

懸
霧
肩
盤
甥
妨
詫
縮

莇
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
舞

　
　
　
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
あ
ん
ま
師
会
の

年
寄
り
同
志
と

隣
近
所
の
お
年

会
員
の
方
々
が
慰
問
に
見
え
て
、

〃
お
年
寄
り
の
人
達
が
、
何
時

ま
で
も
お
元
気
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
4
と
私
達
を
含
め
当
日
利

用
し
て
お
っ
た
六
十
数
名
の
人

達
を
無
料
で
奉
仕
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
日
頃
の
疲
れ
も
一

度
に
吹
き
飛
ん
で
、
身
も
心
も

軽
く
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

鍼
．
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
あ
ん
ま
師

会
の
会
員
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
当
に
よ
い

敬
老
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
福
岡
蔵
本
字
薬
師
堂

　
　
　
　
　
　
　
鹿
　
又
　
ま
さ
の

渠籠藷鰹》あなたもどうぞ

　　II月19日午前9時～午後3時

　　白　石　市　民　会　館
あなたの不用の品物を再利用するため、皆んなで

加いたしましょう。

　　　困圃圓圏圃囹國圓
ご家庭で眠っている品物、どんな種類のもので

もよろしいですから出して下さい。

11月10日まで、お近くの消費者の会員にお届け

　　　　II月19日午前9時～午後3時

　　　　白　石　市　民　会　館
　あなたの不用の品物を再利用するため、皆んなて

参加いたしましょう。

　　　　　困圃圓圏厘］囹塵1圓
①　ご家庭で眠っている品物、どんな種類のものて

　　もよろしいですから出して下さい。

12．し11月10日まで、お近くの消費者の会員にお届け

　　下さい。

③　売価の希望がありましたらお話を受けますが価

　　格はお任せ下さい。

④　売価の1割を手数料としていただきます。

⑤　出品等についてご不明の点は

◎～2816（佐藤消費者の会長）　＿．
＿　　　　　　　　ニ　　　ヘー連絡下さい。
⑤～2680（消費生活相談員）　　　一

　　　　主　催　　白　　石　　市
　　　　後援　臼石市消費者の会

　
児
童
手
当

　
十
月
よ
り
・
児
童
一
人
に
つ
き
月
　
　
生
別
や
雑
婚
等
の
た
め
、
父
母
と

額
三
千
円
か
ら
四
千
円
に
引
上
げ
に
　
［
緒
に
生
活
出
来
な
い
児
童
（
義
務

な
り
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
終
了
前
）
を
監
護
し
て
い
る
方

児
蓑
華
当
　
　
　
が
、
母
子
年
金
等
の
他
の
年
金
を
受

　
九
月
よ
り
児
童
一
人
の
場
合
月
額
　
け
ら
れ
な
い
場
合
支
給
さ
れ
る
児
童

九
千
八
百
円
に
』
一
人
の
場
合
月
額
扶
養
手
当
は
、
そ
の
児
童
が
重
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
害
者
（
二
級
以
上
）
の
場
合
は
、

一
万
六
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
満
二
十
才
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
が
・

　
特
別
児
童
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
障
害
程
度
が
三
級
以
上
に
緩
和

　
九
月
よ
り
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
　
さ
れ
九
月
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

一
千
三
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
福
祉
手
当
が
新
設

　
児
童
扶
養
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
度
の
精
神
薄
弱
へ
二
級
以
上
）

　
　
　
　
支
給
要
件
緩
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
重
度
の
身
体
障
害
（
こ
級
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
重
複
し
て
い
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方
（
年
令
に
制
限
な

し
）
を
監
護
す
る
場
合
に
特
別
福
祉

手
当
月
額
三
千
円
が
九
月
よ
り
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
障
害
年
金
等
の
受
給
者

は
除
か
れ
ま
す
が
、
特
別
児
童
手
当

及
び
無
拠
出
の
障
害
福
祉
年
金
の
受

給
者
に
は
併
給
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〃
選
挙
人
名
簿
抄
本

　
　
　
　
頒
布
に
つ
い
て
”

　
明
春
執
行
さ
れ
る
地
方
選
挙
の
た
め
、

九
月
一
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
抄
本
を
有

料
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
十
月
二
十
五
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

東北歴史資料館視察多賀城跡

01奪鰯禺濃乳lo臭麟竃
噂　申込み〆切　10月12日まで市教育委員会ヘ
ロ　※昼食養ご持参下さい

　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　o

日

回

　　　　ジニアリーダー研修会

　　　　　　　　　　　　！初級資椿取得）

と　　　き　　10月20日　白石駅前A　M8．10集合

と　こ　ろ　　白石市青少年の家（小原小久保平

参加者　中学生、高校生、その他

申込み〆切　　10月15日まで市教育委員会へ

経費その他　　バス代250円、昼食持参

一4一

團最初の人工衛星ソ連のスプートニク打ち上Fヂ成功（日召和32年1嶺4日

No．182しいろし広報
書049

腕繁副
秋！Eヨ本の青い空に

赤い羽根の声を

、、たすけあい”の心を

みんなで

こだまさせよう！グ

　　　　　　　　臨嘉渦
　忌幅塾、　　　　　　　　　、酔駅

く
”
ル

蓬

“
赤
い
羽
根
4
共
同
募
金
の
運
動
が

十
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
世
の
な
か
の
不
幸

を
少
し
で
も
な
く
し
、
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
を
築
く
た
め
の
運
動
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
白
石
市
の
募
金
目
標

　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
万
一
干
円

　
［
世
帯
当
り
　
一
四
九
円

国
圓
團
囹

　
　
　
追
納

り希

　
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
方
は
、
将
来
支
給
さ
れ
る
年
金

額
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間

は
三
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と

き
に
、
免
除
を
受
け
た
保
険
料
を
追

納
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
追
納
制
度
と
は
、
追
納
す
る
時
か

度

成
人
病
は

ま
ず
こ
の
手

で

保
険
料
免
除
者
適
用

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
十
年
以
内
の
期
聞

に
限
ら
れ
、
保
険
料
額
は
当
時
の
額

で
納
付
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
免
除
期
間
分
を
追
納

し
て
、
皆
さ
ん
と
同
じ
年
金
を
受
給

出
来
る
よ
う
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
年
金
係
へ
お

尋
ね
下
さ
い
。

治

振

　老成

人人額粟
　病病ノ
　　　　’　　　　θ
　検
や

す診
り

ぎ　　　，！
万

　
や
す
ら
ぎ
号
に
よ
る
成
人
病
及
び
、

老
人
病
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
会
場
で
検
診
を
受
け
ま

し
よ
う
。

一5一

狂犬病予防注射

獣医

藤
生

斎
先

場　 所

白石保健所
中央公民館

田
　
生

川
　
先

宅
所
跡

鴎
会
蜥

鵬
藤

攣
蘇

鷹
鷹
家

谷
生

笹
先

保科
先生

越河出張所
越河駅前
斎川出張所
中斎川集会所

谷
　
生

笹
　
先

前
所
所

室
張
留

分
出
停

　
沢

平
鷹
取

大
大
耳

田
　
生

川
先

堂
館
店
堂

会
魏
会

　
　
イ
公

公
公
隣
婆

鞍
都

親
詠
卒

内
白
白
犬

斎藤

先生

堂
堂
堂
所
所
所
前
店

会
会
会
留
張
留
儲

公
公
公
停
　
　
　
卜

沢
沢
水
畑
出
停
羅

戸
戸
算
原
町
願

上
下
冷
赤
小
新
石
小

谷
　
　
生

笹
　
　
先

館
所
堂
所

　
　
会

会
業
　
吉

　
　
公
甲
一
一
一
。

下
作
良
先

　
　
治

滝
原
弥
鎌

　　時　　　間

　9＝30～11：50
13：20～15：30

　9：10～9：40
　9：50～10：20
13：20～15＝00

　9：30～11　：00
13：30～14：20

　9：30～10　：30
10：45～11：30

　9：30～11：00
13：20～14：00
14：20～14＝40

　9：30～10：00
10：20～11　：00
13：10～13：30
13：40～14：30

9：40～9：50
10：00～10＝20
10：30～10：50
【1：00～11　：20
【3：00～13：45

14：00～14：20
14：30～14：50
15：00～15＝20

9：10～10：00
10：10～10：30
10；50～11　：20
．1　：30～11　：50

地区曜日月

白石月10．7

臼石火8

越河水9

斎III金11

平
職

大
大土12

白川月14

小原火15

福岡水16

月『田

先生

堂
所
所
前

会
業
会
店

　
　
集
商

公
作
　
　
須

　
　
上
木

網
宮
区
区

大
八
西
南

藤
　
生

斎
　
先

前
前
前

店
店

商
商
室

須
林
分

木
平
岡

区
区

北
東
福

　9：30～9＝50
10：00～10：30

10：40～11　：00

11：10～11150

　9：30～10：00

10：10～10：40
13：20～14：30

福岡木17

福岡金18

谷
　
　
生

笹
　
　
先

所
前
宅
協

留
羅
農

停
商
難

懲0
0
0
0

0
5
3
4

0
0
1
3

～
～
～
～

0
0
0
0

4
2
1
0

9
0
1
3

福岡土19

※　すでに登録されている方にはハガキで通知いたします
　　あらたに犬を飼われた方には通知が出来ませんので、
　　お近くの会場において注射を受けて下さい。

※料金　460円（1頭につき）
　　戸別実施　　1．460円（1頭につき）

21　18　15　14　14　4

日日日日日日

三
住
地
区

滝
上
地
区

滝
下
地
区

上
原
地
区

三
住
婦
人
会
館

滝
下
会
館

滝
下
会
館

上
原
集
会
所

小
久
保
平
地
区
小
襲
所

福
岡
地
区
　
福
岡
　
分
室

※
時
間
は
い
づ
れ
も
1
時
3
0
分
か
ら

　
2
時
ま
で
受
付
。

鴫
ヤ
｝
三
混
実
施

　
七
・
八
・
九
月
に
実
施
し
た
三
種

混
合
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
は
、
次
の
日
程
に
必
ず
受
け
て

下
さ
い
。

日
　
時
　
1
0
月
2
2
日

東京オリンピック開幕（昭和39年10月10日

難
午
馨
H
隔
分
團

　
　
　
　
4
9
年
3
月
3
1
日
の
出
生
者
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訟
・
お
㌘
せ

闘
■
囹
国
（
内
線
二
〇
一
番
）

　
妊
　
婦
　
相
　
談

該
当
者
　
9
月
届
出
の
者

日
　
時
　
1
0
月
8
日
　
午
後
1
時

場
　
所
　
市
民
会
館

　
三
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
6
月
1
日
～
3
0
日
ま
で
の

　
　
　
　
出
生
者

地対日場地対日

時
　
1
0
月
3
日
　
午
後
1
時

蕪
…
辮
．
大
平

　
○
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○

時
　
10
月
1
7
日
　
午
後
1
時

墜
自
石
地
区

所
　
白
石
保
健
所

　
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
9
年
4
月
出
生
者

日
　
時
　
1
0
月
2
4
日
　
午
後
1
時

農
百
石
地
区

ー
O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O
l

日
時
1
0
月
31
日
午
後
1
時

墨
蹴
繍
．
大
平

場
　
所
　
市
民
会
館

　
十
ニ
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
48
年
9
月
出
生
者

日
　
時
　
10
月
9
日
　
午
後
1
時

場
　
所
　
市
民
会
館

　
三
才
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
6
年
4
月
1
日
～
30

　
　
　
　
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
1
0
月
3
日
　
午
後
12
時
3
0

　
　
　
　
分
～
1
時
ま
で
受
付

場
　
所
　
臼
石
保
健
所

　
健
　
康
　
相
　
談

　
自
分
の
身
体
は

　
　
　
目
分
で
管
理
を
〃

　
赤
ち
や
ん
か
ら
老
人
ま
で
、
は
ば

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
、
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
2
時

10

月
1
日

　
　
　
　
　
越
河
出
張
所

m
月
－
日
雁
識
分
～
3
時

　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
～
12
時

10

月
2
日

　
　
　
　
　
臼
川
出
張
所

　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
～
12
時

10

月
7
日

　
　
　
　
　
市
役
所
女
子
休
憩
室

糧
一
、
一
一
一
一
一
、
今
月
の
納
税
．
、
一
一
＝
F
一
．
一
一
一
一
一
一
、
．
．
一
一
一
一
一
一
．
．
．
．
　
一
一
一
一
．
．
一
、
一
一
一
一
一
．
．
．
、
一
一
＝
一
．
、
添

酬
市
　
県
　
民
　
税

曲
国
民
健
康
保
険
税

酵
・
三
一
…
…
一
完
納
に
｝

第
三
期

第
三
期

IIIllIIト1脚1”IIIIIII川ll”1川IilIII』1瑚

一
力
下
さ
い
＝
一
一
一
＝
執

10

月
11
日

10

月
n
日

午
前
9
時
3
0
分
～
12
時

大
鷹
沢
出
張
所

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

大
平
分
室

慧
轟
贈
鱒
3
。
分
～
皿
時

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
12
時

10

月
2
3
日

　
　
　
　
　
小
原
診
療
所

囹
圏
圏
丙
線
一
二
七
番
）

　
行
　
政
　
相
　
談

日
　
時
　
1
0
目
1
2
日
へ
土
曜
日
）

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
　
所
　
市
役
所
　
市
民
相
談
室

囹
園
闘
一
（
内
毬
三
三
番
）

　
社
会
保
険
相
談
所
開
設

　
各
種
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
等
に

つ
い
て
、
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま

す
。

日
　
時
　
1
0
月
2
2
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
白
石
商
工
会
議
所

相
談
員
　
仙
台
社
会
保
険
事
務
所

　
米
穀
配
給
相
談
所
開
設

　
米
穀
配
給
に
よ
る
政
府
売
渡
価
格

の
改
定
に
と
も
な
い
、
配
給
秩
序
の

維
持
を
図
り
円
滑
な
配
給
を
実
施
す

る
た
め
、
消
費
者
か
ら
の
苦
情
や
要

望
等
、
米
穀
配
給
相
談
所
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

日
　
時
　
9
月
17
日
か
ら
当
分
の
間

場
所
市
役
所
市
民
課

「
網
團
圏
四
内
線
一
六
蚕

　
定
期
生
活
相
談

日
時
1
0
月
5
日
1
5
日
25
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

場
　
所
　
市
役
所
　
第
二
会
議
室

　
高
令
者
職
業
紹
介
相
談

日
時
10
月
1
日
15
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

場
所
市
役
所
内
福
祉
事
務
所

　
補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

日
　
時
　
1
0
月
11
日

　
　
　
　
午
前
9
時
～
11
時

場
　
所
　
市
役
所
内
　
福
祉
事
務
所

圓
■
固
国
（
内
線
二
四
蚕

　
用
水
路
川
干
実
施

　
用
水
路
の
土
砂
の
取
り
払
い
と
補

修
工
事
施
行
の
た
め
次
の
日
程
に
よ

り
川
干
（
用
水
路
の
断
水
）
を
行
い

ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
皆
様
方
の
家

屋
の
出
入
口
に
架
設
占
用
し
て
い
る

場
所
の
溝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
10
月
19
日
午
前
6
時
か
ら

実
施
期
間

　
　
　
　
　
10
月
2
1
日
午
後
6
時
ま
で

翻
閑
闘
陥
騨
⑤
奏
。
番
）

　
1
0
月
の
行
事

1
日
　
　
盆
栽
・
生
花
・
茶
道

22　18　15　8　　4

日日日日日

民
謡
・
謡
曲
・
詩
吟

囲
碁
・
書
道
・
将
棋

盆
栽
・
生
花
・
茶
道

民
謡
・
謡
曲
・
詩
吟

囲
碁
・
書
道
・
将
棋

団
團
囲
囹
囹
囚
（
⑤
…
番
）

一6一

　
1
0
月
の
行
事

益
岡
城
文
化
祭

剣ピ社リ民ギ和華華料茶日
　ン交づ　　　道道　道本
　　ダZ　タ　小　　裏　ポン弓　　　原池　千舞
道ンス1謡1裁流坊理家踊

　
1
9
日
～
2
0
日

14

日
21
日

1
日
8
日
1
5
日
24
日

1
日
8
日
1
5
日
24
日

3
日
1
7
日
2
4
日
3
1
日

4
日
1
1
日
18
日
2
5
日

5
日
1
2
日
2
6
日

5
日
皿
日
2
6
日

4
日
11
日
1
8
日
2
5
日

3
日
1
7
日
2
4
日
31
日

3
日
1
7
日
2
4
日
31
日

8
日
1
5
日
2
4
日
2
9
日

7
日
1
4
日
2
1
日
2
8
日

休日当番医
科外科内曜月日

刈田病院⑤2145
加藤伏1医院⑥2653

朝倉病院⑤2101

刈田病院⑤2145

銭谷医院⑤2010

刈田病院⑤2145

宮城医院⑤2062

筥　医院⑤2410

水野医院⑤2735
加藤同医院⑤2001

引地医院⑤2036

柿崎医院⑤2210

亘理医院⑤2355

大沼医院⑤2502
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匡垂劃白砧の人・9月1日現在9．847世帯男2・．・32人女21．328人計41．36・人


